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第１章

　

緒

　

論

茲二結核家族卜柵シタノ・ヽ現在、叉ハ最近‘ｉ・デ

其家族内二結核患者テ持チ、叉ハ持ツテ居タ者

デアリ、従ツケ本こ観察ハ主トシテ斯ル家族内ご一

於ケル結核性疾患ノ浦長状態テ詳細二親察シ延

４テハ家族内ノ結核像防二對シテ資センー1トラ

期シテ居ルモノデｊ'ル。此報告ハ保健館ノ開設

後３ヶ年間二常館二於テ取扱カツタ上記ノ如キ

家族二就テ夫々ノ観察サ開始シタ常時ノ家族員

内ノ結核二開二い･レ}1犬況ノ一部分子取纒ノテ報告

ソヽルモノデアツテ観察開始以後ノ時日ノ維過二

件フ家族員内ノ結核貨畿二開ス･レ動的状態二就

キテノヽ次報二於テ報告スル積リデアペ

結核ノ登圭二開シテハ初感染、7再感染ノ問題が

現今モ尚ホ完全ナ４解決ラ見やハ居ナイ。

初感染ヲ結核ノ殺生二對シテ重視ノヽル者ニHeim-

beck, J.、小林及ビ熊谷等ノ諸學者ガアリ、再

感染テ以テ其主役ト篤｡人者ニハBraeuning ｕ.

Neumann, Schrempf 等力づル。

以上ノ諸學者ハ皆共二他方結核ノ殺生二傅染テ

七1ヽシテ其ノ曝露(Ｅｘｐｏｓitｉｏｎ)ノ強や(頻度、

量、期間トj以テ決定的ノモノ1ヽ考ヘテ居･し。

他二遺傅素質二万重要覗スル者Diehl & V. Vers-

huｅｒ　力ア≒

　

蓋シ結核ハ明カニ原染性疾患デ

アルガ故二感染源ノ存在が必要條件デア４勺｀人

等ヨリノ感染後ノ結核ノ殺七二開シテ家族的素

質ノ通有性ノ存こいレニ非ずルカハ巷間吾々砧咳

醤ノ観察二於刊屠ｌ遭遇ソ､ル處デ暇制司にニ殺

牛子見ルモ、或ルモノハ進展ノ｢テンポ｣遅タタ



.'l●ノミナラズ注カニ恢復"い1･ニ反シ、他ノ者二

於テハ急激二増悪進展ソ、ル

　

ノデアル。印チ感受

性二個人的叉ハ家系的ノ相違ノアル事ハ認メ

　

う

ルヽ事盲デつレ。

　

Braeuning

　

ノ如キモ結核ノ

殺生ハ軍二傅染が濃馬Ｌ一且ツ厘丿子バレルF･云

フコトノミュ依ラズ、感染汗ノ素質二依ルコ1ヽ

が大デアルiヽ述ベテ居ル。卸チご等ノ原因ヲ･明

ラカナラシムル上ニハ家系的素質、生活環境等

こ就キテ更二進ング研究ヴ必要トソ､ル。

之迄Schuberth, Braeuning ｕ. Neumann等

ハ結核長生ノ親子開係二就キテ観察シTurban,

Biemann. Koopmann, 遠藤、紙野、小川等ハ

夫婦開係二就イテ観察シDiehl 及ビＶ. Vers-

huer等ハ遺傅ノ開係二就キク観昔モシテ居ルシ

Seiffert,Schermann '%ハ結核ノ良圭二及ボ人

瓊境ノ影響二就イテ研究シテいいレ。就中Diehl

u. V. Vershuerハ結核ノ遺傅素質二就イテ雙

生見ノ結核殺牛二就イやノ研究ハ意味･多キモノ

デアル。

公衆衛牛ノ立場カラ疫學的二家族結核う観察シ

タ者二米國ノ

　

Opie & McPhadran, Stewart,

Braeuning, Griesbach ｕ. Wieda 等ガノル。

Braeuning:

　

ハ結核ノ早期良見ノ一方法トシテ

開放性結核家族ノ健診バヤヽ･テ1331人中71名

卸チ５．３ガユ監余テ要ノ､ル結核生肴(石灰沈着、

古キ硬化性病竃ヲ除ク）ｦ一良見シテ居ルシ、

Ｇｒiesbachズヽ家族ノ健診二於テ４％二新患者テ

特見シタ。OpieハMcPhedranト共二米國ノ

費府二於テ８年ノ長期二亙リテ500傍ノ結核家

族員5000除人ノ観察サ逡ゲ極ノテ周到、精細

ヤル報告サシテ居ル。最近Stewartハ米國ノ

Tenneseeニ於テ468家族、3169人ノ結核家族

ノ観察テナシテ報告シテ居ル。

我邦デハ欧米人ト生活ノ環境、人種ヲ異ニノ、ル

ヲ･以テ、之等ノ観察ノ結果モ白ラ異ル所アルモ

ノlヽ考へ丿ル。我邦二於テノヽ此方面ノ研究ハ未

グ僅少デ了、が昭和２年有馬研究所ノ紙野圭三

氏ハ家族間結核感染ノ状況調査成績ナル論文ヲ

行表シ同12年山鳥喜十郎氏ハ開放性及ビ閉鎖

性肺結核1ヽ其家族内蔓延状態ノ調査拉ビニ統計

的観察ト云フモノヲ行衣シタ。最近荒谷氏ハ結

核ノ家族集脳性二就キテ胞トシテ統計聯的ノ観

察一･リンク。と孚ノ我邦二於ケル結核ノ研究ノヽ

時間的経過ニョヤ必ﾋ、接欄期間、次々等二就

１テノ観察刊決キ、七トシテ統計的調査デアル

こ1トヅ遺憾トシテ、木似八於テ時間的経過二件

フ家族内ノ結核ノ哨長ノ研究う企テタル次第デ

アルガ、木報告ハ前述セル通り第１同ノ検査二

於テ鴇レ｀９クフ叶眉咳家族７横ノ報告デアル。

第２章

　

観察方法

　

1;

　

親察ノ對象

東京市特別衛服地匪（人口約15㈲住民ノウチ

デ其家族内二現二肺結核ぶ者・有シテ居ルカ或

ヒ､ハ最近-､’デ、有シテ居タ家族プ観察ノ對象ト

選ンダ。本報告デ・ヽ其仁ナ結核家族ノ一部分デ

アルn5家族ノ家族か678名二就イテノ調査研

究ヲ報際ノ、ル。尚之等ノ對象1ヽナツタ家族ハ大

部分ハ中流ノ下、以下ノ生活階級二凪クスベキ

モノトム号ヘラレル、。

　

2ﾉ

　

観察ノ方法

土述ノ如キ家族中該家族内－テ最初二令兄サレ

タ肺結核患者サ初特兄唐者トシテ記録シ、他ノ

家族全員二對シうう卜祀叉ハ家庭訪問等二依り

健臨凛浙ノ皮脂:淀キ、来ぼけ求ノ可ﾉよ的短時日

ニテ全員ノ健康診断ヲ･終卜いレヤ内二努ｙ以後

八時日ノ維過プ追ッテ観察サ貌柏シタ。

　

Ｏ）≒にりレクリこ･･丿皮内ほﾚ吃

傅肝製ノ仄トソペ｀ルクリッ丿

シテ5000倍液、2000供沢テ調製シテ、ツノ0．05

托叉ハ0．1托丿堕１同二使用シ、48時間後二結

果ｦ･判紬シ其特赤５粍以下ノ直ぼノモノヲ･陰性

ト十シ、殼赤ナキ場合ニハ原則トシテ100随稀
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憚液0．1托ヲ･試え48時間後二結果ヲ側絞シテ

記録シタ。然シ何レモ陰性二終ツタ場合ニハ其

後2、3夕月乃至６ヶ月ノ間隔テ以テ陽性糖化ノ

時期ヲ･追究シタ。勿論登赤ノ直径５粍以上ノモ

ノヲ以テ陽性トナシタ｡、

　

(ロ)｢レ｣線透現

成人二於テダヽ理學的検査ト同時二必ズ透視ヲ行

ヒ。學童二於テノヽ｢ツルクリン｣反庖陽性ノ場

合行‘ヒ、小見デ・ヽ少敷之子行ツタ。

　

(ハ)｢l／｣線寫具

成人及ビ學童ノ場合ハ透視＝－ヨリ必要ト認ノラ

1ノタル場合二寫具テ撮影シ、小見二於テハ｢ツ

ベルクリン｣皮内反恵陽性ノ場合ニハ凡テ寫具

ヲ撮ツタ。

　

(ニ)赤血球沈降逍度

　　　　　　　　

、

成人及ビ學童二於テハ、凡テノ場合原則トシテ

施行シ、診断及ビ経過観察ノ參考トナシタ。

　

(ネ)検痰

何等カノ結核所見アリ、且ツ喀痰アル場合ニハ

必ズ結核菌ノ検査テ行ヒ、喀出ノナキ場合ニハ

糞便中ノ結核菌ノ検査ヲモ認シタ。検痰ハ原則

トシテ３同行ツテ、検出サレナ４場合ニハ陰性

トシタ。、

　

(ニ)理學的検査

勿論凡テノ場合二行ツタ。

倚ホ以上ノ結果・ヽ凡テ結核家族調査表二記入

シ、同時ニ｢オピー｣式ノ家族圖票二記入シテ、

今後ノ追及検査ノ、便トシタ､。

　

3)臨休分類方法

臨休分類ノ方法トシテハ種カノモノガ畢ゲラ1ノ

ルガ茲デ・ヽ最モ簡明ナル次ノ分類テ選ング。

　

(１)成人型Ａ．成人型肺結核－シテ自劈的

ニモ他受的ニモ亦理學的検査及ビ｢レ｣線検査等

　　　　　　　　　

i-

　　　　　　　　　　　　

・
－テモ症状及ビ所見ノ顕著ナルモノデコレラ喀

69

痰検査ノ結果二依ツテ開放性卜閉鎖性トシテ匯

別シタ。

　

(２)成人型Ｂ．同ジク成人型肺結核ナルモ

自惚的ニモ、他惚的ニモ亦理學的除査ニテモ何

等症状、所兄テ認ノ･得ズ只｢l／｣線検査二依リテ

初ノテ肺結核ト診断サルヽ所謂潜伏性ノ肺結核

デアル。

　

(３)小見型Ａ．肺門及気管側淋巴腺結核、初

期受化群、初期浸潤等ニシテ自惚的ニモ他惚的

ニモ其他諸検査二於テ症状及ビ所見ノ顕著ナル

モノテj集メタ。

　

(４)小見型Ｂ．同ジク小見型結核ナルモ其

ノ所見ハ只｢l／｣線検査二依リテ初ｙテ認ｙラル

ルモノニシテ、肺門腺ノ石灰沈著等テ含ｊタ。

　

(５)陰性

　

理學的検査及ビ｢レ｣線検査二依ル

モ結核性ノ病的所見ヲ･認ｙ得ずルモノデアル。

　

4)家族ノ住居ノ環境調査

結核家族ノ総数、部屋数、採光、換気、乾湯等

ノ程度等テ主トシテ保健指導婦ノ家庭訪問ノ際

ノ観察二依ツタ。然シ結核獲生ト家族ノ環境ト

ヲ考究スル認メニ・ヽ更二専門的ノ調査サ要スル

ト考ヘラレノレ。

　

5)検査期間

本報告デ、ヽ結核家族員ノ第１同ノ検査所見ヲ･述

ベタモノデ此検査期間ハ初狸見患者サ取扱ツテ

カラ家族員ノ結咳二開スル種々上述ノ検査テ一

通り終フスルニ至ル迄ノ期間ノ事デアルガ、是

ノヽ勿論可及的短期間デアルコトテ理想トスルガ

賓際ニハ種々ノ事情二妨ゲラレ短キモノハ１週

間以内ヨリ長キモノハ10ヶ月一亙ツタモノモ

アツタ。ノミナラズ尚家族全員ノ検査サ完了ス

ルニ至ラタコトモアツタ。賓際問題トシテノヽ健

康検査テ短期間二了スルコトハ可成り容易ナラ

ヌ問題デアルコトサ感ジタ。

第３章

　

初登見患者

初農見患者トシテ取扱ッタモノハU5名デ之等

．・ヽ夫ヵノ家族ノ登見ノ端諸テナシタモノデア

ノレｏ

　　

１

）初我見患者ノ家族内二於ケル開係’
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第１表

　

初我見患者ノ家族開係

大項目　！　、ﾚｉｓｔ

家族tﾚx　へ､。
菌陰性 總　計

父　　　　23 4　　　　27

叶 16　　　　9 25

小　　計 39 13　　　52

子

女

Ｉ
男 13

17
２

４ 15
21

女 則 21 ６

Ⅱ
男 ６

-9 レ
10

　7
17

女 ３

Ⅲ
男

レ
１

３
４

２

６

８

女

IV
男 ２

１
３ １ｊ　９

１

　１２

２１

　３≒

　２

－　　一一一

　　　３

　３ｉ

女

Ｖ 男 　；　１　１

１∠女

VI
男

白 　リＬ

　１

＿_．．　２

　　　９　｀

　＝　　　－

　　　１　　１

女

VTT
男 １ １

‾ﾄﾞ/･cl
小　計　男　k3

　　　　，女　　13

36　10

　　　11
21 33∩=;7

24

同居人　男　５

　　　ｌ女

　　　　　　　,･　　　　ｌ　　　　！
５上白し　１゛６；　６

總　計　男　51

　　　　:　女　　29

80　13　　35　　64

　　　　22　　　　　・　51

115

家族内ノ地位テ父母、子女及ビ同居人トイフヤ

ウ二分ケタ､。コノ父母ノヽ52名デウチ父が27名、

母が25名デアリ、開放性ト認ｙラレタ者が39

名、閉鎖性ト認ノ･ラレタ者が13名デアツタ。

子女デ初我見患者デアツタモノハ57名デヽ｀7チ

開放性Iヽ認ノラレタモノハ36名、閉鎖性ト認ノ‘

ラレタモノ｡ハ21名デアヽソタ。更二同居人デ初

登見患者デアツタモノ・ヽ男子ノミ６名デアリ。

ウチ５名ハ開放性lヽ認ｊラレタ。、全健デ・ヽ結局

115名中開放性ノモノガ80名、閉鎖性ノ者が35

名デアツタ。

　

2)初我見患者ノ年齢分布

初稜見患者ノ年齢分布ハ第２表ノ如クデア≒

卸チ115名中デ年齢分布ノ最モ多イモノハ15－

19年群デ33名(28．7％)、20―24年群ノ33名(20

第２表 初螢見患者ノ年齢分布
J

言 菌陽性 菌陰性 組　計

O－4　男

　　　１　な

１ 　１つ｜

　5一一9・男
　　　t　　　　W==〃
　　　　　八女

　　　　　-　－　-¶

10―1↓I男＼＿_

　　　　　’な１　９
　　　　　ｊ　　　　ｌ　　｀

－ - = 〃

　 　 　 　 ９

　 　 　 　 Ｗ

２
２ 　　　２

２

｜

｜
１　２
１

In―19　男 1川19 ５

９
14 聯女 ８

20-24 男joﾚ16
２

５
７ 12ﾚ3

11女 ６

25-29
男 ９ﾚ１４

５‘ い 抑　　　　ｌ女

30―34∧男 聊11

卜

３ ３ け4
女

35－39
男！５

６
１

２
３ レ女 １

40―44 1 男 　２
-

２
１

１ ３∩
　｜女

45―49 男 ５

２
７ １

１　　７
１女

50－54
男 １

１
２ ！２

｜女

55十
男

Lf 1
ｉ １

１ レなJ

,總　　計
男 5し80

29　・

13h=; 60115

51バ女 ９･）
ヽヽ

％)、25¬29年群ノ18名(15．6X)。30―34年

群ノ14名(12.2が)之二次ゲ。印チ観察放が少

キ篤ノ･動揺ガアルガ、大膿一般市民間ノ患者ノ

年齢分布ラ代表スルモノヽ如クデアル。性別デ

ダヽ男子ハ64名(内開放性51名卜

　

女子ハ51名

(内開放性29名)デアツタ。倚ホ最年少者ハ５

年ノ女子デ最年長者ダヽ60年ノ男子デアツタ､、

　

3)初我見患者ノ賃病(白受的庄状ノ賃現)ヨ

　　　

リ保健館トノ接鯛二至ル期間

第３表ノ如クデアルガ項目中不明トアルハ死亡

叉ノ噌宅ニアリタル認不明二終ツタモノデア

ル。115名中之等ノ不詳ノモノ20名チ除キ95

名二就イテβブに゛次ノ如クデアル。印チ白堤

症状稜現後１週間以内Ｊ゛来誼シタモノ・ヽ10孔
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第３表

　

初登見患者ノ曇病(自劈症状ノ我現ンヨ

　　　　　

リ保健館卜

言
菌陽性 菌陰性 總　計 俘

計

累

計男 女 男 女 男 女

つ ３ ３ １ ３ ４ ６ 10 00

１
２ ５ ２ １ ７ １ ８ 18

３

４

１ １ １ １ ２ 20

８ ８ ２ ７ 10 15 25 45

２ ３ ２ １ ２ ４ ４ ８ 53

３ ４ ２ １ １ ５ ３ ８ 61

４ ４ ２ ４ ２ ６ 67

５ ２ １ １ ２ ３ 70

６ ４ ２ ４ ２ ６ 76

７ １ １ ２ ２ 78

８ １ １ 卜79

９ １ １ １ １ ２ 81

10 １ １ １ 82

11 １ １ １ １ ２ 84

12 ２ １ １３ ３ 87

1 12＋ ４ ３ ７ い7 94

不　詳 １ １ ４ １ ５ ６ 100

介　計 4い22 1 13 22 56 豺 100 100

レ 65 35 1CO不記載　　男8､女７ 115

２週間目が８名、３週間目が２名、４週間目が

25名デ結局始ノノ１ヶ月内二来館シタモノハ

45名デアツテ患者ノ約牛数ハ自愛症状登現後１

夕月以内二来館シタモノデアツテ早期健康相談

ノ理想が可成達セラレテ居ル。第２夕月ニー・ヽ８

名、第３ヶ月ニハ８名、第４ヶ月－ハ６名、第

５ヶ月－ハ３名、第６ヶ月ニハ６名トナリ結局

６ヶ月以内ニ76名卸チ全数ノ３分ノ２以上二

常ツテ居ル。叉６ヶ月カラ12ヶ月-・デハ12名

デ１年以上ノモノガ７名トナツテ居ル。

　

コノ１

ヶ年以上ヲ･経過シテ来タモノヽ約牛数ハ開放性

デアツタ。－タ２ｙ月以内二来館シテ居ル51名

中開放性ノ者が32名、閉頂性ノモノガ19名デ

アツテ開放性ノモノガ断然多クナツテ居ル。上

述ノ如ク患者ハ自愛的症状登現後比較的早期二

健康相談テ受タルモノデアルガ其ノ過牛数ハ既

二開放性デアル、換言スl／バ斯様二自愛症状が

除リェ遅ク登現スル所二像防ノ困難が考ヘラレ
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4ﾉ

　

初一良見患者ノ農病前ノ結核患者トノ接調

n5名中馥病前二結核患者1ヽノ接鯛既知ノ者が

46名ぐ40χ八未知ノ者が69名m柚こｰﾃ開放

性デアツタノ親達デハ既知ノヽ14名、未知25名

デ、コノ14名ノウチ感染源が父親ゲ４名、母親

ハ無ク、子女が５名、同居人が５名トナッテ居

ル。叉開放性ノ子女二就イテハ既知ノ者が14

名デ親達ニアル者が６名デ内４名ハ父、２名ハ

母デアリ、兄弟姉妹カラノモノ５名デアッタ､、

初我見患者ノ同居人ノ場合ニハ既知２名、未知

３名デアッタ。

結局開放性デアッタ79名ノ中、接鯛既知ノ30

名二就イテ云フト、雨親ノ中何レカし1フ者が

11名デ中９名ハ父デアリ、兄弟姉妹ノウチュア

ルモノデハ兄が３名、姉が４名、妹２名、弟１

名、合セテ10名デアリ家族外ノ者デハ親戚１

名、七人１名、同居人２名、友人５名、合セテ

９名卜ｆフ数デ家族内二感染源ノアッタモノ21

名こ對シテ居ル。

　

閉鎖性ノ者デハ36名中接鯛既知ノ者ハ16名

デＪ'ヽが父母ノ内何レカノモノフ５名酒４名

ハぐ、兄弟姉妹ハ５名デ兄、姉ヵ｀各々２名宛デ

家族外ノ者が６名デアッタ､、總括シタ見ルト

115名中既知ノモノダヽ46名デ雨親ノウチュ感

染源ノ存シタモノガ16名デ(父13名､母３名)、

兄弟姉妹中ニアッタ者ノヽ15名デ兄姉ハ夫カ５

名及ビ６名ト比較的大ナル数ヲ･示シタ、、家族外

ノモノデハ親戚１名、こと人２名、同居人３名、

友人９名デ、友人トイフノガ断然多イ。要スルニ

コノ調査デハ既知ノ３分ノ２ハ家族内デソノ牛

数ノヽ雨親デアルガ父親ノ感染源デアルモノヽ方

が多ク、牛数ヲ占ノテヰル兄弟姉妹デアルモノ

デ常然ノ事ナガラ兄姉が多クナリ、家族外ニア

ルモノハ全膿ノ３分ノ１ラ占メテ居ルガ茲デハ

友人が多クナッテヰル。

初我見患者ノ家族開係デ､ハ父母が父母カラトイ

フモノガ７名、子女カラノモノガ７名、家族外

が７名デアッタ。叉兄弟姉妹ノ場合ニハ父母ノ
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第４表

　

初費見患者ノ曇病前接鯛調査

【第18巻

　　　　接膜小者

　　　　　　　'll.＼　－

初費見

　　　　患者

資 小

計
兄 弟 姉 妹

小

計

親

戚

主

人‘

同１友　小
居Ｊ　；

人，人　計

合

計

未ヽ

知

總

計父 母

菌

陽

性

父　母 ４ ４ ２ １ １ １ ５ １ ４ ５ 14 25 39

子　女 ４ ２ ６ １ ３ １ ５ １ １ １ ３ 14 21 35

同居人 １ １ １ １ ２ ３ ５

合

計

百敷 ９ ２ 11 ３ １ ４ ２ 10 １ １ ２ ５ ９ 30 49 79

％　｜ 6S.7 66.6 60.0 65 2 71.0

菌

陰

性

父　母 則１ ３ ２ ２ ｜ ド
２ ７　１　６ 13

子　女 ２ １ ３ １ ２ ３ １ １ ２ ４ ９ 13 32

同居人 ２ ２ Ｉ １ １

合｜貨敬 ４ １ ５ ２ １ ２ ５ １ １ ４ ６ 16 20 36

計 ％ 31.3 33.3 ｜ 4:0.0 34.8 129 0
總　　ｉ貨敬131 3 16　1　5 引６ ２ 　15

13.0

１ ２ ３ ９ 15 46 6j） 115

計 ％ 1391 ｜ ｜　｜　｜ 13 0 40　1　69

ウチーアルモノガ９名、兄弟姉妹同志内ノモ

　　

ノガ８名、家族外が７名デアツタ。

　　　　　　　　　　　　　　　

第４章

　

家族員ノ感染状況

先キニ述゛タ迪り初稜見患者115名二對シ夫等

　　

級二訂正シタモノデモ結核家族ノ平均陽性率ハ

ア家族員563名二就キテ来館ヲ奨タテ結核二就

　　

66．9％±3.61トナツテ明カニ高率デアル。

　

｀

イテフ健康検査ザ働行シタ。本章二於テダ｀夫等

　　

更二年齢別ニ「ツ」皮内試験ノ結果尹見ルト第５

ノ結核感染状況二就キテ述⌒ごル事トスル。

563名中「ツベルクリン」皮内試験テ了セルモノ

ノヽ428名デ76.0が±1.81ニ相常シテ居ル。

　

之

等428名中「ツ」皮内試験ノ陽性デアツタモノ・ヽ

280名デ70.2が±2.31デアッタ。之ヲ同ジ地匯

民デ保健館二来館シタ一般ノ人々ノ試験ノ平均

陽性率50．3％±0．36ト比較スルト其差ハ著明

表ノ１ノ如クデO－4年群デ・ヽ陽性率・ヽ43．8％

士6.57、5―14群デハ61．3が士4.16、15―29年

群デ83．0％士3.65、30―44年群デハ97．8％士

2.16、45年以上デハ86．3％±5.18トナッ久、

之テ地匯一般ノ来館者ノ年齢群別陽性率、Ｏ－

４年群15％士1.17、5―14年群40．5％士0.41、

15―29年群77.2が士0.82、30―44年群87.2%

ﾃﾞ統計學的ニモ有意義ナモノデアル、ナネ家族

　　

士0.95、45年以上76．4％±1.46卜比較ス､レニ

ノ人員構成ヲ地匯内ノ検査人員ト同様ノ年齢階

　　

結核家族員ノ感染卒ハO－4年群及ビ5―14年

　　　　　　　　　　　

第５表ノ１

　

開放性結核家族年齢別感染状態

　

80家族

＼年齢
岫二

O－4 5―14 15―29 30―44　1　　45＋ 　合　　計

ぺ　　369
-̃
　　82

家族むい 57 97　　　i　　105 57 　53

̃-　18

一一　35

̃ 6̃6.0十6.47

　－̃　̃28

̃　̃4

̃－̃
　1

̃　̃2

̃8̃1.8十6.06

未　接　敷 16 9　　1　　22 17

接査總倣 41 88 83 40 　　287

べ
77.7十2.16

　　－-̃

　　1£9

同百分率 71.9土5.91 90.7土2.92 79.0十3.95
　　　－

70.1土6.05

､ﾌ,づ陽性 19 58 59 35

　－べ皮

ﾉl/内
がぽ

陰性 18 30 10 １ 　-
63

十
一

３ 　べ
　　4
-̃
　21

̃一74.8十2.56

リ鹿｜不明 ４ 11 ４

陽　性　率 51.3十7.8　i 65.9十４８
　　一　　　　　－ 81.9±4.2 97.2土2.62
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卜年齢

　

項

　

日
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第５表／２

　

閉鎖性結核家族年齢別感染状態

　

:35宗埃

O－4

71.4

2 8

　

－

　

－

　

8

20

±8

　

6

--

14

―

‐

１

１

・

Ｉ

－

, T ）

一 一 ← － - － 一 一

51

11

55

リ
ヽ

　

９

　
　
　

ｔ

15-29

　
　
　

一

　
　
　

一

Ｃ
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｄ
　
　
　
　
　
'
＞
2

1
.
０

■

ｒ
-
(

-
＾

96.1±8.57

　

72.4±5.89
26

一一一

22

･-' --'

　

1

　　　　　

㎜-.〃-i･

53.0+7.1

　　　　　

－

29
一一一
4

- －

1(ト4 1

　

ｗ

　　　

・

　　

:５

　　　

９

64.0

　

６

　

一一一-･

±9

--

　

--

10

一
６

100

－ － - 一 一 -

＋
之
８

1
5

　

ｊ
ｌ

　　　　

14

=-W="¬i〃・
43.7 + 8

　　　　

－

０

　

１
．

　

３

Ｉ

　

一

　
　
　

　
　
　

　
　
　

］

75

　

－

90.1±7.99

1

1

1

1

1

1

1

1

･ I ゝ

1

叫

53

111

72.6 + 3.24

　　

－

Ｉ

　

Ｉ
・
り
ヽ

８

　

↓

　

・

　　

↑7

一一一

65.3 + 4.27

　　

－

73

一 一 一

未

　

愉

　

敬
一-
検査總数
-一
同百分率

ツＬ.

べ皮

ル内

ク

リ

反

吋Lﾋ

･し･

　　

1
一一一･-

　　

8
一一一
85.2±5.48

］ｙ :j陽性

陰性

　

--‥-

(±)

不明

％±3.17 1ヽナヽ。叉各年齢群二於ヶ･レ陽叫E率ヅ

比較スルユ夫ノ如クO－4年群デしヽ開放性情核

家族員デハ51.3白±7．ぺ閉鎖性結核家族員デ

ハ30％土10.2、5―14年前デ・ヽ前者デ65．りダ土

5.04、後者デハ53.0⑤土7.12、15 -2り年群デハ

前者81.9白土4.23、後者デハ85．2％土5.47、30

--44年群デハ前者97．2乙±2.(>"、後者ハ62.2

％士12.1、45年以上元・ヽ前者デハ84.8影士6.06、

後者デハりO⑤±8.04ノ如クデアツタ。一般的

一開放性結核家族が幾分高率ラ示シテ居ル。

第ａ章

　

家族員ノ罹患状況

ニ於九･。レ7ノミデ尚いL。部チ泳族内ニ結咳患

片テ有いﾚ京族員ハ一般家族ヨリ湿カニ高キ帖

咳罹恣率刊寺ツモノデアルコト力゛推定サレ'ﾚo

更ニ土谷セル介類ニ欧リ病状サ匹別シ々見ルト

435ち中成人型Ａ開放性ノ者ガ14名ぐ3.2拓)、

成人型Ａ閉珀性.ﾉ者ゲI7I?で;r3.8犬し'、成人型

Ｂ･ﾉ、３名(O.り％)デレj''リ、小児型Ａ

30.0±3.24

肘二於テ著シク高率デア･レ。

開放性結核家族lヽ閉鎖性結核家族０ノ感染状況

り比較シタモノハ第５表ノ（２）ノ如クデアル。

卸チ開放性結核家族員369名中７ツベルクリン」

皮内試験テ施行セルモノハ287名、77．9％±

2.82デ其陽性率ハ74.8%±2.66デアリ、閉鎖性

結核家族仇 194 名中検査＝‥受｡ヤタルこノハ141

名72.8町±3.65デ陽性率ハ63．7％±3.78デア

ツタ。ナホ閉鎖性ノモノ141名ノ人八構成子開

放性ノモノニ訂正シテ下均陽性率サ出ごづぶ球L

初殺見患者115 ?; ノ家

収こ述・ヽご夕方法二依り結核性疾患ノ有無及ビ其

現状ヲ･検査シタモノ。・ヽ第６表ノ如クデアヽ。被

検数ノヽ435名デ全員ノ77．3％ニ相常シバヰ匹

と等ノウチ検診ノ結果結核性疾患ヲ有セしモノ

ハ86 r;(19．8％±1．6)デ残りノ349 ?;･80。2が

±1.6)デダヽ結核性所兄ハ認ノ得ナカツタ。とサ

地匯民ノ一般健康相談来館者ノ結核疾患鍵兄令

10．69％±0.29 1ヽ比較-･､･レト其ノ差ハ額著デア

ペ勿論健康相談二来館スルモノハ一般住民ノ

戸別検診ニョル結核疾患ノ特見令ヨリ遥カユ高

キコトハ勿論デアルベキト考ヘラルルが他こ適

常ナル匯内資料ヲ･贅見シ得ナイノデ比較二使用

シタ。尤モ匯内ノエ場努働員デハ其ノ３χニ

(赤塚、肘野)、匹内學童デハ5.4:% (野津、井

上)ニ於テ認ｙテ居ルガて1

　

レノ｀4限ラレル年齢群
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第６表・１

　

結核家族拉年齢別罹患状態

【第18巻

　年　酸宍

̃へ
-i-=Wwr　ふ㎜　=家族ｎ總敏

｜　　合　　　計
0‾4　　　5―14　1　15―29　　30―44　　4b十　　賓　敷

　85　　　　　　　148　　　　　　　16↓　　　　　　　　81　　　　　　　　85　　　　　　　563
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

百分率

末松撒J　20　̃･　13　　41　　23　　31　1　128
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一
桧査總徴，65　１　135　　　123　　　58　　　54 ゛ 1　435

同百分尊ド76.4士4.6191.2土2.3 75.0士3.38 71.6土4.5163.5土5.1477.3土1.76

　　　　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　－〃

alパ菌陽蝉　　　　　　　　　！　12 (9.8) 2 (3.5)　　　　　　　　14， ３．２土0.26

榴 菌陰性　　　　　1　2 il.5ｼﾞ12･､9.8ﾉ　2 (3.5) 1 (1.8).　17 ３．８土0.91

型　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　ぐ1.6;　１　(1.7)　　　　　　　　　30.9±0.03

小り刑IA」3（20.0）.6ソ(4.5) 2ヽべ1.6)　　　　　　　　　　21 ５．０十1.09
　　－

－一一一二ｰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　I　B　　1 (1.6) 4 (3.0:　1　ぐ0.8）　　　　　　　　　　　　6 １．４土0.56

肋膜炎:　　　　　　　　　5（4.0）　　　　1 (1.8) ６　　! 1.4十〇.56

肋膜炎(陳套) 3（2.2｀　6 (4.8) 4 (6.9う　1（1.8） 14 ３．２土0.26

疑ら4a£づ　　　　　４　ぐ3.0) 1 (0.8)　　　　　　　　　　　5 1.1土0.05

小　　計　’　14　　j　　19　　　　41　　　　9　　　　3　　　　86 19.8十1.90
　　－

同百分率21.6士５．１ 14.1土2.9833.3土4.27､15.6土4.76 5.4土3.0419.8士１．９

所見ナキモノ 51 (78.4)1116 (85 9y 82 (66.7): 49 C84ぶ51 (94.6)1349 C80.2)

地匯ヨリノー般相談来館者ノ罹患状態

（

　

）内^N^り

年　齢　群 o－4 5―14 15－29 30―44 45＋

ヽ--●一一
　861

合ヽ　　計

　　　　　－-‥　－　9251接売人負 3608 565 2850　　　　1　　　　1366

所見アノ1/モノ 78 69 674 197 64 1082

罹　患　率 2.1士0.23 12.4士1.41 23.6士0.25 14.42士０．３ 7.43士0.29 10.69士0.29

デ・ヽ148名中135名検診ヲ･フシダカ成人型Ｂ

が２名(1．5X)、小見型Ａが６名(4．5％)、小

見型Ｂが４名(3．0％)、陳所肋膜炎が３名(2.2

X)、要観察が４名(3．0％)、合セテ19名、14.1

χ±2．98デアツタ。15―29年群デハ164名中

123名ノ検診グフシタガ、成人型Ａ開放性が

12名(9．8％)、成人型Ａ閉鎖性が12名(9.8

到、成人型Ｂが２名(1．6％)、小見型Ａが

２名(1．6％)小見型Ｂが１名(0．8X)肋膜炎が

５名(4．0X)陳所肋膜炎が６名(4.8別要観察が

１名(0．8％)デアリ、コlノサ合シテ41名33．3％

±4.27デアツタ。 30―44年群デハ全員81名中

58名ヲ･検診シテ成人型Ａ開放性、及同型Ａ

閉鎖性ノ者各々２名宛(3．5％)、成人型Ｂ１名

(1．7％)、陳所肋膜炎４名(6．9％)、全勝デ９名

15．6％±4.76デアリ、更－

中54名ヲ･検診シテ、成人型Ａ閉鎖性１名(1.8

％)、肋膜炎及ど陳菖肋膜炎が各１名宛(1．8％

宛)合セテ３名5．4％±3.04デアツタ。

更二之等ノ年齢群二於ケル者列也匯一般健康相ﾚ

談者ノ同年齢群ノ罹患登見状態ト比較スl／バ、

O－4年齢群デ・ヽ結核家族デハ其率21.6%±5．1

デアルノペ後者デハ2．1χ±0.23デアリ5―14

年齢群デ､ハ前者ハ14．1％±2.98デ後者ハ12.4

が士1,41､15―29年齢群デハ前者15．6χ±4.76

ニ對シテ後者デハ14．4％士0．3、45年以上デノ'ヽ

前者5．4％±3.04ニ對シ、後者デハ7.4%±0.29

デアツタ。

卯チ差。’｀O－4年齢群二於テ最モ著明デアツタ､、

開放性結核家族卜閉鎖性結核家族トニ於ケル念

者ノ登見状況ヲ見ルニ６表ノ第２ノ如クデア
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第６表ノ２

　

開放性結核家族員罹患状態

　

開放性:80

ゝ　年齢

　項　目　、≧　　　---　一一一
家族出

o－4　　　5－14　　15―29

　57　　　　　97　　　　105

30―44　　45＋

　57　　1　　53

　合　　　　計

369　　　　，

朱　桧　斂 14　　　　　10　　　　　25　　　　　14　　　　　15 78

桧売總敷 43　　　　　’87　　　　　　　80　　　　　　　43　　　　　　　38 291 (％)

同百分率 75.4　　　　　　89.7　　　　　　76.2　:，　　95.4　　　　　　71.6 78.9

成

人

-wφ●

Ａ 菌陽性 9 (11.2)･1　（2.3） 10 ３．４

菌陰性 2　（2.3）、9 (11.2)　2　(4.7ﾝ　1　（2.6ｯ 14　　　　　4.8

゛IB 1　2（2.5犬　１　ご2.3ｸ ３　　　　　１．０

Ｉ　Ｊ-－-．φＷ

Ａ 10 (23.2): 6 (6.9)　　　l 16　　1　　5.4

T｀兄型I　B 1 (2.3;　１　工2ﾝ　　　　　１ 2　　　　　0.6

肋　膜　炎 :　3 (3.7) ‘　1（2.6ｿﾞ ４　　　１　　　１．４

初校炎ご練馬ｯ 2 r2.3; 3 (3.7;:　3　7.0) 1　ぐ2.6） ９ ３．１

侭観察（疑.ハ

ジキモノ）
2 (2.3) 1 (1.2) ３　　；　　１．０

小　　　計 11　　　　13　　　　27 ７　　　　　３ 61　　　，

同百分率 25.6土6.6 ;15.O士3.5‘33.7±4.2 16.3土５．６：７．８±４．５21.0±2.38

苛見ナキモノ 32 r74.4) 74 r85.0) 53 (66.3) 36 r83.7) 35 r92.2) 230　I (79

閉鎖性結核家族員罹患状態

　

閉鎖性:35

（

　

）内．・ヽ％

犬､ﾂﾞf-　齢

　項　目末へ、

　7皿　－　　－　　　〃'‾‾‾‾w　家族位總敷

O－4

　28

5―14

　51

　3

15―29

　ふ　　　　■　　－　　59

　30―44

←w　　　ﾐｰ　　----ﾐ　　　24

　　　45＋

-’　　－　－ ==-
　　　　32

　俘　　　　　計

194　　｜

未　楡　敷 ６ 16 ９ 16 50

検査總倣 22 48 43 15 16 144 (％ﾗ

同百分率 78 5 92.3 72.4 64.0 50 74.2

成
人
型

Ａ

--
-Ｂ

菌陽性 3 C7.1) 1 (6.6) ４ ２．８

菌陰性 3（7.1） ３　● ２．１

/I･､邸死り
Ａ ３べ13 6） ２ソ(4.3) ５ ３５

’’｀‘コ　13 3 (6.2) 1 (2.1) ４ ２．８

肋　膜　炎 2 (4.3) ２ １．４

肋膜炎(陳薯)
● 「

1 (2.1) 3 (7.1) 1　･6.6) ，５ ３．５

要　既　察 2 r4.i) ２ １．４

小　　　計 ３ ６ 14 ２ 25

同百分率 13.6十７．６
　　　－

12.4十４．７
　　－

31.0十7.0
　　－

13.2十８．７
　　－

17.4十3.16
　　　－

所吃ナキモノ 19 (86.4) 42 r87 6 29 r69 0） 13 986.8） 16 119 82 6

全家族員ノ平均二於テ開放性ノ者二於テ．･ヽ21.0

が土?．38デアルノー、閉鎖性ノ者デハ17．4％

±3.16デアツタ．病類別的ニこヲ･見ルト次ノ表

ノ如クデ成人型及ビ小見型何レニ於テモ開放性

ノ家族二幾分其率が高イヤウこ一見エル、殊二成

人型及ビ小見型ノ活動性ノモノニ於テ多イ様ニ

75

見ラレル。

次二年齢群別二雨家族員ノ罹患状況テ比較スル

1ヽ、開放性結核家族員デハO－4年群二於テ罹

患百分率25.6±6．6デアルノニ非開放ノモノデ

ノ'ヽ13.6土7．3、5―14年群デハ前者デハ15．0士

3．5、デアルノニ後者デハ12.4±4．7ト梢ｌ近ク
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開放性及ビ閉鎖性結核家族員ノ結核所見ノ比較

【第18巻

開放性

一一

閉鎖性

一 一 一 一

　　

Ａ
-

　

開

　

W

　　　

･==
10[3．4]

一一一一‥ノ

ド2.8ｼi

人

　　

閉

----●

　

-

14(4

Ｒ

刈

　

3(1.6

3(2.1)
-

Ｔ
ｊ
ｌ
’

。
ｊ
／

-

Ａ

兄

16(5.4)

--

5(3.5)

一 一 － － 一 一

Ｂ

一

－ ’ － ” Ｗ － － ” ･ ･ ’ Ｉ ａ － ’ Ｗ

2(0.6)

一

4(2.8)

15―29年群二於テハ前者33.7±4．2ニ對シテ後

者31．0±7．0 1ヽ盆々近ク30―44年群デハ前者

16.3±5．6ニ對シテ後者13.2士8．7、45年以上

-’｀前者ノミ４．５トイフコトこナツテ居リ、O－4

年群ノ他ハ特二差ヲ費見シ得ナカツ久、

卸チ結核家族ノ検診二於テ最モ注意ヤ斐スペ｀キ

膜
炎

J -一 一 一

4(1.4)

-

2(1.ギﾉ

陳膜

奮炎

肋

一一一一

　　　

一一一

9(3

.

1)

-

5(3

.

5)

第６章

　

初登見患者卜家族員ノ罹患状況

要
観
察
一

所り
見ジ
ア者

検
査
敷
　
　

291

144

3(1.0)

"
2(1.4ﾑ

61(21.0)

-

25(17.4)

　　　　　　　　　　　　　

（

　

）内％

年群ハO－4年、15―19年、30一一44年、み14

年ト･fフコトガ言ノ｀ヽlノル。先ヅ、開放性ノ者サ

先キェ篤サルベキグ11イフ事モ言ノ｀ヽレル、何ト

ナレバ｀活動性ノ者ノ登見率ハヨリ高イヤウデア

ルカラ。

口.J初我見患者が父母デアル場合ノ家族員ノ罹

　　

ノ健診ヲシタモノガ16名デアツタガ４名ノ患

患状況

　

父母が初我見患者デアツタモノハ52名

　　

者が見ラレタ。卸チ成人型Ａ開放性１名、

哨開放性39名、閉鎖性13名jデアツタガ、ソ

　　

成人型Ｂ２名、他ノ１名､ハ肋膜炎デアツタ。

ノ家族員ノ罹患状況ハ第７表ノ通りデアル。夫

　　

即チ夫妻共二肺結核デアツタモノハ検診ラ了セ

ノ結核デアツタ場合、其配偶者二就キテ検診ヲ

　　

ルモノ38組二就｀キテハ７組デアリ、夫病え妻病

フシタモノ22名ダアツタガ結核性罹患者ノヽ４

　　

ｙルモノが４名、妻病そ夫病ムモノガ３名デア

名デ成人型Ａ開放性２名、成人型Ａ閉鎖性が。

　

ツタ。

２名デアクタ。逆二妻が病気デ７片場合ソノ夫

　　

雨親フウチ何レカフ結核ノ場合ノ子女ノ罹病状

　　　　　　　　　　　　　

第７表

　

初登見患者ト宗族員罹患状態1ヽノ開係

　　　　　　　　

1?初我見患こ咎が雨親ナル場合

　　　　　　

開放性:39.閉鎖性:13

＼位置

項　目……､､、

組 父 子　　　女　　（兄　弟　姉　妹） 同居人

－－－。に　＆　劃‘

－　　　　－　Ｉ

I Ⅲ IV Ｖ VI V11
父 母 父

－　－
　22

l-rt

n ’

IX
ﾂﾌﾞじ男ﾚ則男凛凛ﾄ牡男体

27¦ 221 261 201 201 7ﾚ161 41 6

　男¦女¦男

〃〃皿㎜iJ　J-　=-==
　　1ﾘＵ

女

　‥-
男丿女
'－　　F.-　　1!

男¦一女

ゝ-ふ--　-←
　　11

男

-･-　-

女げけ

--　㎜㎜　　　　　　　　－　　　1　81　41　195家族政徳駈 ４

未　楡　敏 １ ６ ５ ２ ２ ２ １ １ １ １ １ １ １ ｜　’！

一一 -

　 8

- - －

･ l ﾐ - ﾐ

２
　27

－一一168検査總徴 ３　16

－　一一-

　　1

22 20 2t 18 19 ６ 15
一一

３　５

-←

　４

一

一一

一一一

一-

１ ，１ １
一一

２

成

人

=.･●

声陽性 ２ １
Ｉ　　　Ｆ
１　　　，

　　　　｜

｜

｜

-- 一一

　 　 　 　 ４

ｒ 　 Ｊ ･ - - －

　 　 　 　 ４Ａ
菌陰性

一 －

　　　　　　　９

　　　ｌ　　ｆＷ

ＷＷ=・　　-
　　　１　　９，

　　｢１

ｊ
，　　　’　　｜

ｊ　　　　ｌ
１ 　　Ｊ　　　　．　「‾

＿__‥_　　　　　　　　１

型㈲
－ － W

　 ＝ － ・

－‥-
　　１

１Ｌ

　　ｌ　　ｉ

Ｗ-　　　ふ　__-　　　　　-‾皿一‾-－
　　　　　１

ご一汗十一

‾‾‾/‾っ‾‾‾‾‾‾‾ぅ‾‾‾‾‾’

　　１

－-
　１

　 － 〃

一 一 － － －

‾ W －

-

　 　 　 　 　 ２

● - ふ

　 　 　 　 1 1

zl､印刑I　A
２ 1づ 　１－－

１
一 一

　 一 一 一

　 ＝ 　 ＝ r －

　 　 　 - ‥ －

一 一

-- -
- l 　 / 1 J 工

Ｂ
-

１
‥ - 一 一

１

肋　膜　炎

１ -　」

２ １ ３

肋膜炎(陳萬) １ １
１

ｊ　　　ｉ

　　　　ｉ １ ５

要　截　察 １ １

ｔ

--
１ 　　　　2

--　　　32

--=-.--
　　136

小　　　計 　4

12

４ ５ ４ ３ ５ ２ １ １ １ ２

所見ナキモノ ３ 18 15 20 15 14 6ﾚ13 31 4 ４ 11 11 １ ６ ２-
べ
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第２姚】
-

　

位

　

毘

項

　

目
－‥一一
家族員總敬

未

　

検

　

徴

検査總倣

Ａ

　

一
Ｂ

―
―
―

成
人
型

小見型

－ 一 一
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２。

　

初我見患者カ’子女ナノl／場合

-

　

訓ｔ
- - - W ’ - - i J

菌陽性

菌陰性

Ａ
－
Ｂ

肋

　

膜

　

炎
--
り膜炎(陳俳)
-一一一一
要

　

観

　

察

小

　　　

計
－一一
7見ナキモノ

-

一 一

－ - 一 一

父

　

１

-

　

21
-
1

　

23
一一

　

ｊ
一一

　

1

　

１

㎜

３．

-

　

1

-

-㎜

-

　

2

-
21

母

-一一
47

－

12

-

　

１

３

31

一一

　

Ｉ

-
男丿女

-

　

７

-

　

９

-

　

４

１

５

　

1洲

-･

　

6i
-

　

121

"

　

3「

９

Ⅱ

男

-.--.J-
14

－

　

4

- 1

１
１
１
・
‐
』
』

　

玉
「

-

　

２

-

　

８

子

女

Ⅲ

男ｊ

女

女

-=－

　

Ｉ

一
男

－
11

－

　

1

し

j女

23
-

　

2
-
21

一

一

　

2
-

-

　

２

2

－

　

6

－
15

兄
「

女

-一一
17

-

　

3

-

14

14

開放性こ36

　

閉鎖性:21

VI

１

－

１１

--------------･----･--‥------
と晶几

女i男¦女 男 女 男¦女

７ ７ ４｀　３ 1　　2･‘　｜

１ ２ １ ２ ２

le ５ ３ １

１

｜

１

１
１１

１

１

１
１

｜
ｉ

ｌｉ

１

２ １
１

ｄ

ｊ

４ ４ 31　1 ｌ
ｉ

剔

-一一一
16

-

　

4

-

　

12

一

一

　

1

-

同居人

男

-

女
合・

77

９

－

４

－
３

－
９

－
３

--しｰ¦一一

　

3，1

　

51
一にｰﾄｰ---

　

10

　

1，

　

183

24

-

　

6

-
18

-

17
-

　

5

-

　

12

-

11　2
１

１

１ ３

ｊ
１

２！
－
－
ｒ
Ｆ
ｒ
！
Ｉ
・
1
1
1
1
1

ゴ

　

コ

　

ー

　

ミ
痢

男

Ｆ

－

－

1∠

レ
二

11

程所見ノマツタモノノ率が高クナツテ居ル。勿

論コノ報告デハ接鯛期間二就イテ見テ居ナイ。力゛

コレノ｀今後研究二依ルベキ者デアル。

同居人二就イテハ、男子被検者８名二對シテ陳

篤肋膜炎及ビ要観察万略１名宛アツタノミデ女

子ハ被検者２名共二所見が無カツタガ、徴が少

４ノデ批判ハ困難ト考ヘル。

(２)初我見患者が子女デアル場合ノ家族員ノ罹

患状況二就イテダヽ子女ノ初登見患者ダヽ57名(開

放性結核36名、閉鎖性結核が21名)デアツタ。

夫等ノ父44名中検診ラ受－ケタモノハ23名デア

ツタガウチ結核性所見ノアツタモノーハ成人型Ａ

閉鎖性１名ト惨出性肋膜炎１:名ノ２名デアツ

タ⌒母ノヽ47名中検診サフシタモノハ35名デ成

　

10

-

　

３

-

初晋見患者が同居人ナル場合

１

｀ヽ位　置

　項　目……、

組 貨 子　　　女　　（兄　　弟　　姉　　妹） 同居人

陛゛計
父 母 父 母

Ｔ II Ⅲ VI Ｖ VI 顎 VⅢ IX
男 女

男

------
　　２

女 男｜女 男¦女 男¦女 男｜女 男｜女 男１女 男

一一-　一一
女 男¦女

家族負總敷 ６ ６ ３ １ ３ １ １ １ １ ２ １ ７ 12 47

未　接　徽 １ １ １ １ ２ ８ 14

検査總敷 ５ ５ ２ ３ １ ２ １ １ １ １ １ １ ｜ ５ ４ 33

成人型Ｂ １ １

ふ見型!　A
　　　n3

１ １

１ １

小　　　計 ２ １ ３

所見ナキモノ ５ ５ ２ １ １ ２ １ 1い １ １ －１ ４ ４ 30 1

況二就イテ云ヘバ最年長ノモノデ男子被検者20

名中５名、女子24名中４名ノ罹患者アリ、が

子デハ成人型Ａ開放性及ビ閉鎖性各'ミL名、

小見型Ａ２名、陳萬性肋膜炎１名デ叉ダFデ

ハ小見型Ａ．Ｂ各ピ

肋膜炎２名デアル。次二年長ノ子女二於テハ男

子検査人員18名二對シテ３名(小見型Ａ１名

陳奮肋膜炎１名、観察１名)、女子｡ハ同19名二

對シテ５名(小見型Ａ３名、肋膜炎１名、陳

奮肋膜炎１名)デアツタガ夫以下ノ子女二於テ

ダヽ少数トナリ、男子ノ検査人員10名二對ソテ

所見ノアツタ者２名(小見型Ａ２名)、女子ノ

24名二對シテ３名(成人型Ａ閉鎖性１名、小

児型Ａ２名)デ７ツテ結局子女デ八年長ナ者
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人型Ａ閉鎖性１名ト陳萬性肋膜炎１名トガ稜

見サンタ。

子女同志ノ結核所見二就４テハ被検者男83名

二對シテ18名二所見ガアッタ、、印]チ成人型Ａ

開放性７名、成人型Ａ閉鎖性４名、小見型Ａ

４名、小見型Ｂ２名、陳奮性肋膜炎１名デ活

動性結核ト思ノｙﾌﾚ

　

･ゝ

　

者-ﾊ13名デアッタ､､女子

デハ被検者S8名中結核性所見ノアッタ者ハ24

名、即チ成人型Ａ開放性２名、成人型Ａ閉

鎖性６名、小見型Ａ５名、小見型Ｂ２名、肋

膜炎１名、同陳鳶性ノ者４名デアッタ。郎チ活

動性卜思^＼)ﾚ　ヽ者ハ13名デアッタ。

(３)初我見患者ノ同居人デアッタ場合前述ノ如

ク同居人が初我見患者デアヽソタモノノヽ６名デウ

【第18巻

チ５名ハ開放性デｉ'ツタガコノ場合同居セル家

族員デ結核性所見ノ我見サレタモノハ子女ニ２

名、小児型Ａ１名、同Ｂ１名デアツタ。

要ソヽルニ此章二於テ認ｙラルヽ事賞ハ初我見患

者ノ家族内ノ地位が父母デアル場合、家族内∇ノ

所見ダヽ配偶者二多ク(21．0ﾂん)叉子女ニモ相常二

認ノラレタ(18.8ソ)、反對二子女が初我見患者

デタック場合同時二冊見サレタ家族内ノ結核患

者ハ子女二比較的多ク(25.1%)、親ニハ比較的

少クナカツタ。卯チ年長ノ患者デアル場合ニノ￥。

年長者及ビ年少行二見ラレルガ、年少者ノ場冷

二八年長者ニハ比較的少ク同ジ年少者二多ク見

ラレタ、同居人が結核患者デアツタ場合ニ、ソ

ノ影響ハ僅カニ子女二見ラレタノミデアツタ、、

第7'章

　

家庭ノ環境

家族内ノ結核感染、罹患テ論ゼントスレバ其家

族ノ生活瓊境ト経済的状況ト。ハ感染源ノ存在ト

共二離スベカラデル問題デアル。

木観察ノ對象トシテ家族二就キテ其収入、支出

テ詳カニりレ経湾状況二就キテ調査ハ完フスル

ニ至ラナカツタノデコレノヽ次同ノ報告二譲ルコ

トトシタ。先ニモ述ベタ如ク之等ノ家族ハ大略

中流ﾉﾉ下、乃至下流二筋ソヽべ｀キモノデアツタ。

　　　

第８Å

　

家族tい人平均売駈卜家族駈

一人雷発散 家族 一人蜜蜂敬 家族

－0.5 ０ ―4.5 ４

-1、0
　 　 　 　 8

』 ゝ j ● 　 　 - 〃 ¬ -

　 　 　 1 7

－5.0 ２

一一１．５ ―5.5 １

―2.0

　－a-I－　-=
―2.5

31 ‥6.0 ３

14 －6.5 ０

－30 21 ―7.0 ２

―3.5 ５ 俘　割づ115

―4.0 ７ 平均2.3十1.25

別表ノ如ク家族員一人常リノ総数ハ平均２．３±

1．25慢ト云フ倣トナリ最モ多カツタモノノヽ1．5

－2．0盤'・デノモノデ31例(115例中)，３盤以

下ノモノガ115例中91例リ･占ノテ居ル有様デ

アヽソタ..

家族員数デ結核患者数ヲ除シテ100倍シタモノ

サ服リェ家族員罹患率トシテソレト一人常ノ盤，

徹印チ伺密度1ヽノ開係テ見ルト別表（第９表）ノ

如クニナルガ此ノ雨者ノ間二直接二相聞開係ヲ

脅見シ得ナカツれ家族内ノ罹患率ノ最モ高カ

　　

第９表

　

家族員１人常り発散ﾄ結核罹患率

　　％　　　　　0―1920―39
一人　

¦　

ッぶ

¦　　

ぶ
常登敏

0.5―l.Oi　　　1　5

40―59 60―79

　　　％　　?ぶ

　　　--　’’　　　←-　－
　　U

゛O－
　100％

８

1.1―2.0 ８ 26 ８ ４ ２ 48

2.1-3.0 ７ 16 10 ２ 35

3.1―4.0 ３ ７ ２ 12

4.1―5.0 １ ５ ６

５．１-６．０ ３ １
〃-＝　〃

４

6.1―7.0 １ １ ２

19 63 1?4 ７ ２ 115

第10表 頃 ノ構造
ゝ

　 ゝ
　 　 ～

　 　 　 　 　 ～
　 　 　 　 　 　 Ｘ　 　 　 　 　 　 ヽ

　 　 　 　 　 　 　 　 ～

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ ヽ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ～

亭　家 ２階建 ３階建

１戸建 ４ 69 ７ 80
長

･ - ●

２ ２ 16 １ 19

３ １ ３ １ ５

碓∩ １ ９ １ 11
８ 97 10 115
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第11表

　

家屋ノ衛生状態

四目

帛　　へ
づ

、

　者　敬＼

換　気 採　光 室　内

俘　計

　51

良 不良 良 不良 乾 温

１　川45 ６ 38 13 I 46 ５

２ 29 10 25 14 31 ８ 39

３ 11 ２ 10 ３ 11 ２ 13

４ １ １ １ ３

訃計 80 1 18 74 30 8り 15 104

不明 １１ 11

ツタノノ'ヽ20－39χデ115例中63例、次ギ・ヽ40

－59％ト４フモノデn5例中24例デアリ、80

－100％ノモノハ115例中２例デアツタ。之ノ･ヽ

家族員が殆ド結核性ノ疾患二罹ツテ居タ家族デ

アリ、其ノ平均ノ但徴ハ1．1－2．0デアツタ。

ナホ60－79％モノハ平均盤倣1．1－2 。0 ノモノ

79

４例、2．1－3．0ノjl:=ノハ２例デアツタ。

其ノ家屋ノ構造ハ大部分木造デ「コンクリート」

遣ノモノハ１例丈グデレ･’リ、其ノ建物ハ表ノ如

クデハソテニ階建ノモノガ最モ多ク三階建及ビ

一階建1ヽ4フモノハ比較的少敷デアツタ。然シ

賓際住居二使用シテ居ル機敬ハ前述ノ如ク少イ

ノハ聞借等ゾンデ居ルモノ多キ篤ノデアル。換

気、探光、乾漁等二就キテハコノ調査が保健婦

が家庭訪問二際シテ観察７記入セルモノデ何等

特別ノ科學的計測法二依ツタモノデナイ狐ノ精

細ナ事刈

アルト思ハレルガ、換気、漁乾ノ度ノヽ比較的良

ナルモノガ多ク、採光ハ前二者二比シテ不良ナ

ルモノガ多イヤウデアツ久

第８章

　

考

　

按

前述ノ如ク本報告ノヽ都市二於ケル生活階級ノ中

流ノ下、或年ダヽ下ト思バレル結核家族内二於ケ

ル或時期二於ケル結核ノ感染及ビ罹患状態二就

キテノ調査研究デアル。或ル家族内二於テ同時

－２人以上ノ結核性患者が冊法サレタトテ直チ

ュ夫ヲ･家族内感染デアルIヽ結論ソヽルコ1ヽハ尚早

デアルト信ズルガ荒谷氏ノ研究ノ如ク結核二家

族集積性ノ存ﾉヽル事ノヽ略ｌ肯定シ得ラルル處デ

アリ、山鳥氏ノ調査二於テモ調査總敷502名中

ノ家族内-ﾆｰ１名ノ患者ノアルモノハ313名デ、

２名以上ノ患者ノアツタ者ハ139名デアツタト

云ブガ、木研究二於テモn5名中４名結核患者

ノ在ツタモノ１家族、３名ノモノ14家族、２名

ノモノ38家族、合計43家族デ、１名ノモノハ

其ノ残りノ72家族デアツタ。此家族観察ノ緒

ヲ･ナシタ初農法患者二就イテハ家族内ノ開係二

就イテ父母ノ徴トr･女ノ数トハ殆ド同徴デア

　

ヽソ

タゲ其ノ年齢的分布ハ肺結核ノ一般的ノ分布卜

受リナク青年期二最モ高クナヽソテ居知叉之等

ノ患者ノ白豆症状ノ登現カラ保健館ヲ訪こいﾚｰ

至ル期間ハ１週間以内が10名、２迦目が８名、

３週[1が２名、４題目が25名、印チ初ノ･ノ１

'ケ月以内－95名中ノ45デ殆ド牛数二近ク来館

シテ居ル。更一２ヶ月目ニハ８名、合セテ53名

トナリ、６ヶ月デ76名トナツテ居ル、然シ事賓

上１ヶ月以内二乗タモノデモ所見上カラハ早期

デハ無ク可成り進ンデ居タ事刈

二来館シタ10名中６名ハ既一開放性デアツタ

コトデ明白デアル。成人型結核・ヽ閉鎖性二始べ・

ツテ開放性二移行ソ、ルコトノヽＢrａｅｕｎｉｎｇ嗜ノ

唱フル所デレリ、結核像防ノ上ヨリノヽ少クトモ

コノ閉鎖性ノ時期二殺見ﾉ、ルコトガ肝要トせレ

テ居ルガ此成績ハ郎チ如何二肺結核ノ初期二自

受的症状刎

物語ルモノデ閉珀性ノ時期二殺見｡いレ鎬ノニハ

患者ノ自畳的症状ノ特現二待ツ事ハ遅キュ失ベ

ルト云フ事が明カトナリ、像防う順

昌ノニ・ヽ一般二結核ノ初期症状サ教育シテ自殺

的二来館七ｼｺﾞいレ1いヽ共二恵ﾆｰ一一-方積極的二定

期健診等丿以テ臨ムベキデｙルニ･1いテ敦フルモノ

デア八叉初我見患者川手病前ノ結核患者トノ

接鯛問題一就イテハ問診ノ結果既知ノ者46名

(40％)、未知ノ者69名(60％)デレi’･し亙此ノ未知

ノ者60矢レユ就イテハ恵二注意シテソノ殺生ごｰ
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至ル経過二就キテ感染後ノ生活様式、環境等テ

　

精細二調査考究ノ要ガアルト考ヘラレル。開放

　

性患者デダヽ未知ノ者ガソノ38％ニ常ルノニ、閉

　

鎖性ノ患者デ・ヽ56ガユ相常シテ居テ、後者二

　

未知ノ者ノ幾分多キ｡ハ何等カノ意味アルモノナ

　

リヤ。開放性ニテ既知ノ者ノ中、家族内二感染

　

源ノ認ノ･ラルル者が21名、家族外(友人、同居

　

人、同僚、親戚)ニ存スルモノガ９名デアリ、

　

閉鎖性ノ者デ・ヽ家族内既知が10名、家族外既

　

知が６名デアリ其割合ハ大信大差無イ。叉全信

。デ､ハ既知46名中家族内が31名、家族外が15名

　

トナリ其割合パ２：１トナツテ居り家族内ノ感

　

染源が２倍ノ頻度デ現ハレテ居り家族内感染源

　

ノ意味が如何二大ナルカガ判明スル。家族内感

　

染源既知ノモノノウチソレガ両親ノ何レカニ在

　

ルモノガ16名(内13名ノヽ父)、残りノ15名ハ子

　

女二在ルガ茲デハ兄弟姉妹ノウチ兄姉二常ル者

　

ノ敷が多クナツテ居リ、此ノ事ハ紙野氏ノ報告

　

二合致スルヤウデアル。家族外感染源既知ノ15

　

名ノウチ９名ハ友人デアル。友人カラノ感染ノ

　

り星サガ窺。'゛1ノル。

【第18巻

結核家族ノ平均ノ感染率・ヽ70．2％±2.31デ地

嘔民ノ一般ノ来館者ノ平均50．3％±0．36ト比

較s／テ年齢訂正サシタモノデモ66．9％±3.61ト

ナツテ著シク高イ。年齢群別こ一一比較スルト最モ

著シキ差ハO－4年齢群二於テ認ノラレ前者デ

モ感染率43.8男±6.57ニ對シテ、後者デ、ヽ15.0

％±1.17デアリ、次ニハ5―14年デ前者61．S％

±4.16ニ對シテ後者デハ40．5％±0.41デアツ

久。其他ノ年齢デハ前者二於テ幾分高クナツテ

居ルガ特こ意味ダ｀ナイ。

開放性結核家族員卜閉鎖性結核家族員トノ感染

状態テ比較こヤレニ、0－4年群ニテ前者51．3％

±7．8ニ對シ、後者ノヽ30％±3.24デアル、5―14

年齢群デ・ヽ前者65．9％ホ4．8ニ對シ後者53 。0χ

±7．1ノ如クナリ、之等ノ年齢階級二於テ開放

性ノ者二幾分高率デアルカニ見受ケラレルガ夫

以上ノ年齢デハ其ノ差ノヽ著シクナ４．

臥米二於テ篤サレタ結核家族ノ研究二於テ開放

性及ビ非開放性結核家族員間ノ「ツベルクリン」

反態ノ陽性率ハ別表ノ如クデアル。勿論對得ノ

人種、生活環境、検査方法等二於テ相異ガアル

第12表ノ１

　

開放性結核家族ノ「クペルク･･ｙ」反感陽性率

　　　報告者
　　　　地名
子

Dow & Lloyd
　England

Korns　Catta･

　ragus　U. S. A.

Opie & Me
Phedran
Phila
U. S. A.

Watt Balti-
more

　U. S. A.

Gauld Sulli-

vian
Tenn

U. S. A.

Stewart

　　Tenn

U. S. A.

　　　　　　－　　--
　　79.2

　京橋東京

…_.___　__-
　　51.3O－4 71.4 52.9　　1　71.6 69.7 47.6

5－9 75.9 87.0 82,3 79.8 49.4 71.4
} 65.9

10―14 76.3 63.≪ 87.3 80.0 92.9 F0.4

第12表ノ２

　

閉猿性結核家族ノ「ツベルクリン」反吐陽性率

＼

　

報告者

　　

＼

　

地名

　

年齢群｀へ

O－4

一一一
5－9

一一
10一一14

－-一心-･----四--a-JふW-

　

-

　

1

　　　　

20.0

一一一

　

I

　

38.3

一一

　

｜

　

42.4

Phedran

　

Phila
U. S. A.

30 0
－－
46.2
－－
54.7

ノデ吸密ナル意味二於チノ比較ハ困難デアル。

家族員ノ罹患状態二就イテダヽ結核性所見ノ認ｙ

ラレタル者ハ19.8％±1．9デ、活動性ト認ノ･ラ

l／タル者ノ’ヽ13．3％±1.64デ、成人型ノ者ハ８．５

％±1.33デ、開放性ノ者ハ3．2％±0.26デア

Ｃ
Watt Balti-

　

more

　

u. s A.

･〃

　

･---･-･-W―-

　　

＝鍼

　

31.9

一一

　

43.8

一一

　

27.3

!5tevvar Tenn _.^,　＿．．＿．

　

(J. S. A　ｉ尽橋東泉

　　

●

　　

●

　　

●

　　　

｜

17.4

－一一
19.4

－－
43.3

圭

30.0
一一

53.0

ツタ。

　　　　

｀

同ジ地匹内ノエ場員1150名ノ結核検査ニテ所

見ノアツタモノノヽ3．0作±0．5デアリ、地匹小學

校生徒14927名ノ精密調査二於テ結核ノ所見ノ

アツタモノハ810名デ5．4％±0.02デアリ叉地
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匪民デ保健館二健康相談二来レルモ/ 9250名

ノ結核検査ノ結果所見アル者ノヽ1．082名10.69

％±0.29デアツテこ等ノ同ジ地匹内ノ種々ナル

集團ノ結核が忖と率二對シテ結核家族ノ登見卒ハ

著シク高イl‥1ヒ得ル。此ノ結核登見ノ意味カ

ラモ結核家族検診ハ非常二該果アル方法ト云ヒ

得ルト考ヘラレル。 Braeuning ノヽStettinニ

テ開放性結核患者ノ家族1331名ノ検診ラナシ

テ71名卸チ5. 3 %ニ於テ結核所兄サ認タクト

報告シテ居ルガ、本報告二比シテ逢カニ低イノ

｡八一部調査對象及規準ノ差ニョルモノカ1ヽモ考

年齢別二罹患状況テ見ルト此場合ニモ亦15－

25年齢群が最高率デ33.3≒、o－4年齢群が21.6

A、30―44年群が15.6 χ、5―14年群が14.1

ル、45年以上が5．4判デアツクコトハ几テ結核

家族ノ健診二於テ早期碓兄刊｣的トノヽに場行二

重鮎ヲ置クベキ年齢テ指示ソヽル者ド号ヘラル。

叉年齢別ニコノ結核家具ノ罹患率ヅ地邸内ﾄ一

般健康相談者ノ結核罹恣率けﾋﾞ較ソヽル場自ヽ既＝-

述ペダル如クO－4年齢群二於テ前者21．6≒±

5．1デアルニ後者デハ２．１㈲±0.23デアリ、5－

14年齢群デハ14．ドレ±2.り8ニ對シテ12．仁し±

1.41デアリ15―29年齢群デハ33．3％±4.27-へ

對シテ後者ハ23.6±0.25デアリ30―44年齢群

デハ前者15．6％±4.16ニ對シテ後者ハ!4.4％

±0．3デアッタ。印チ此罹患率ノ差ノ最そ著シ

キハO－4年齢群ニアル。蓋シコノ年齢二於テ

ノヽ家族外トノ接鯛最モ少キ頃ナレバ、ご等ハ明

カユ家族内ノ感染源二依ルモノデ、像防上ノ意

義ノ｀大ナルモノデアルトズヘラレル。

開放性結核家族ト閉鎖性結核家族間ノ結核罹患

率ハ下均二於テ前号21判±5.2デアルノニ後者

デハ17､4匹±10 1ヽアッテ其差ハ少クナイ、叉活

動性結核よ

７．７％デアリ菌陽性ノモノモ前者デ●ヽ３．４％デ

アッタガ後考デハ2．8ガデアツタ。叉雨家族員

ノ罹患率ヲ年齢別一見テ差ノ著シイノハo－4

年齢群デ､開放性ノモノデハこ↓3名中ｎ名(｡25.6

81

％＼)デアルノユ閉鎖性ノーモノデ・ヽ22名中３名

(13．6≒うデアツ久他ノ年齢群デハ此ノ差ハ著

シクナ≒茲デそo－4年齢群卸チ孚L幼見ノ時

二開放、閉鎖家族ノ罹患ノ差が碍白二出タ･居ル。

開放性結核家族ニヤハ勿論閉鎖性二於ヤモ孚L幼

見カラノ隔離が如何二重賢十ルカカ判然シヤ

ウ。開放性桔眩家族ト閉帽性結は家族ノ罹患状

態ノ米國二於テ鴎せレタヽ仏果ハ別表ノ如クデ

アツタぐ第13衣し

　　

第13表ノ１

　

叩放性結核水族ノ結楊ぼ恚幸

　　

報告者

　　　

地名

年脂群

pie & IV
Phedran
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U. S. A.
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Ａ
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一 一

京

心
橋
早

15.0
-
33.7

閉鎖性結核家恥ン結核崔患率

一一14

15-－

第13八ノ２

叉、初我見患者ド泉族内罹患者トノ開i系中父母

吋iyヒハ夫妻ノナリシ者ハ52 Z デアツタガ結核

ノ夫22 Z ニ對シテ相次イデ妻ノ罹患セル汗ハ

４名ﾋﾞ18.2判）、妻16名二對シテ夫ノ罹患セル

ルハ３名口8.7ｙ）トナリ、夫妻共二祐核ナリシ

者ハ７組･ﾌ!8．4％うデ５’ツタ。夫妻ノ倶を察二就

･fテハ紙野氏ハ1303例ノ調査ノ結果ハ9．78％、

夫引ミ妻病メルこノ10．7≒、妻病ミ夫球ドルモ

J 9.2⑤ト云フ報告カハ≒ルカ犬勿論生湖心級ニニ1

リ異ナルノデ下､暦階級ノ倶患察ハ29.5 %デア

ツタ。這糧氏ハ265組片計い二婦中倶罹叱ソヽソ

ノ８≒ニ於利他）、小川氏ハ６％ニ於テ認､ノタ。

其他欧米ノ報杵デハBiemann ・ヽ4％、Koop-

mann.

　

・ヽ7.7％、Turban ハ６％二於テ認メタ

トソレソテ居ルガ隋級が同一デナイカ犬ﾄﾋﾞ較・ヽ困

原Eデｙルド考ヘル。

叉両親が結核デア工場台ヽ其家族内ノ祐核罹患者

ﾉヽ胴親及ビ千女二殆ド同敬二認ｙｊしタガイ・女
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が結核患者デアツタ場合家族内ノ罹患ノヽ子女二

多ク親ニハ少カツタ、叉同居人ノ場合子女二見

ラレタノミデアツタ。

環境ト結核トノ問題ハ此報告デハ調査が不充分

デアツテ多クハ云ヒ得ナイガ家族ノ罹患率ト家

【第18巻

族ノ個密度トノ間二直チェ明カナル相開開係ノヽ

見出シ得ナカツタ．、結核ノ罹患ト換気、室内温

度等トハ特二開係ナカツタガ、探光不良八

開偶

第９章

　

總括址二對策

以上保健館ト接鯛アツタ特別衛生地匯内ノ結核

家族115例、家族員563名ノ最初ノ健康検査ノ

結果カラ次ノ事が言ノヽ1ノル。

1)初襲見患者デ自愛症状ノ登現カラ１週間以内

二相談二来タモノデモ10名ノ中６名ハ既二開

放性デアツタ、。

2)初登見者ノ60％ハ結核ノ感染源ト思^^;ﾚヽ

　

モ

ノトノ接鯛未知デアリ。残りノ40％ノミ｡既知デ

アツタ。而シテ後者ノ３分ノ２ノ場合二於テ感

染源ト思ノヽルヽモノハ家族内ニアリ、３分ノ１

ノ場合ハ家族外ニアツタ。、家族外ノ場合ノ３分

ノ２ハ友人ノウチこアツタ。

家族内ノ感染源ト思ハルルモノハ常二年長者デ

アル場合ノ方が多仁

3)結核家族員ノ結核感染率ハ、平均70．2％±

2．88デアリ年齢訂正テシクモノ結核家族員ノ平

均感染阜ハ66．9匹±3.61デ同地内カラノ一般

健康相談者ノ平均50．3％±0．36ニ比シテ逢カ

ユ高イ。－タ年齢別二雨者ラ比較シテ其ノ養ノ

著明ナノハO－4年齢群デ感染率43.8大±6.57

ニ對シテ15．1％±1.17デアツタ。

4)開放性結核家族員ト閉鎖性結核家族員トノ感

染率モー・タO－4年齢群二於テ差が著明デアツ

タo

5)家族員中結核所見ノアツタモノノヽソノ19．8％

±1．9デ、13．3％±1．64ノヽ活動性結核デアリ、

3．2％±0．84ノヽ開放性デアリ、8．5が±1．33ノヽ

成人型結核デアツタ。地図内ヨリノー般健康相

談者ノ結核所見ノアツタモJ 10.69±0.29デア

ルノニ比較フ、ルト浅カニ高イ。

6)結核家族員ノ結核罹患率ハ、一般健康相談者

ノソレニ比シテO一4年齢群二於テ著シク高イ、

卸チ罹患率21．6％±5．1ニ對シテ2．1％±0.23

デアッタ。

7)開放性結核家族員ト閉鎖性結核家族員トノ間

ノ罹患状況八一般二前者二於ｆ高カッタガ其ノ

差ハ著シクナイ。年齢群別一見タ場合其差ノ著

シイノハO－4年齢群二於テヽヽアッタ。

8)結核家族内二於テ罹患者ノ多ク費現サレタノ

｡八次ノ年齢群デアッタ、15―29年齢群(33．3％)

O－4年齢群(21．6％)、30―44年齢群(15．6％)、

5―14年齢群(14．1％)、45年以上(5．4％)デー･'

ツタ。

9)夫妻倶患･現在)被検38組二對シク７組デｊ'

ツタ。、

10)親が初我見患者デアッタ場介、家族内ノ結核

罹患者ハ親及ビ子女二於テ殆ド同倣デアッタガ

逆二子女ノ初我見患者ノ場合家族内罹患ハ子女

ノ間こ多ク親ニ゛ハ少ナカッタ､、

11)家族ノ伺密度lヽ結核ノ家族内ノ罹患卒にﾉ

間二相開が認トラレナカッタ、、

以上ノ總括カラ橡防土ノ對策lヽシ大行へ

事八次ノ如クデア几。

－
フメレヽ

1)結核農生サ早期二貨兄／､ル鴇ノＪ,、結核患者

-ﾘ･脅見セ･レ場合ニハ必ズ債極的ニ(､或ヒハ強制

的)ニ其ノ周圖ノ人｡々ノ結核ヲ目的トノ、ル健康

検査町子フコlヽデハレ、白姥的症状ノ農見ナ待

ツテ受動的検診ハ多クノ場合尨キニ哭シテ早期

登見ノ目的ソ遂ゲ得ナイ。

2)周園ノ人々ノ結核健康検査ハ、先ブ其ノ家

族レ友人二施行サル゛キデフル。家族結核検査

ハ最モ斂果的ナル早期我見ノ方法デアルカ刊励



行サル“Jキデ｀アノレ。

3)結核家族員ノ検診ノ場合ニバ

及ビ青年期ノモノニ就やハ特二逍カニ注意シテ

施行サル’バ・デアル。

4)孚L幼見､－－ドッペルクリンツ皮削丈息陽性者テ

登兄セル場jｙヽ必ズ遡ツテ家族員ノ検診ニョリ

感染源テ探究シテ善處フ、ベキデアル。

5ﾉ結核家族内二孚L幼見アリテ尚ホ1‘ワ｣反息陽性

ナル場合二患者ハ優先的二隔離が行ノヽ４ ・ヽごキデ

アノレｏ

稿テ終ルニ臨え館長僧俗教授二敬意ラ表シ几ノ

御鞭娃テ感謝シ、御協力-:ｶ賜リタルし各部長、海

員、保健指導部員二深ク感謝･､。ｻｰﾎ御在職中

熱心ナル御霊カヲ･ぶウりレ西本博士、谷口陣士、

大坪博士、松村學士、岡田學士、本間原士二特

二厚キ感謝ノ意テムヘ
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